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10 J=J 11 臼 (ゴ二)
中学生対象の剣道指導






















14:30 ~ かかり稽古， まとめ
中学生向様に心身の鍛錬には欠かせない，伝
統的な稽古方法であるかかり稽古のポイントを
実技を交えて説明し効果的なかかり稽古の指
導を行った。
8. 受講者の声
鍋山先生の講義は，理論的でとてもわかりや
すかったです。技のコツなど，これまで開いた
ことのないことがたくさんありました。考えて
剣道をするという言葉が印象的でした。(中学
生男子)
鍋LJ先生の講義は中学生のときにも受けたこ
とがあります。なぜこの稽古を行うのか，その
理由を考えて実践することを学びました。技の
構造も理解するこができました。今日学んだこ
とを日々の練習に活かしていきたいです。(高
校生女子)
鍋山先生の剣道教室は，何度開いても勉強に
なります。生徒も非常に多くのことを学ぶこと
ができたと思います。一般的な理論書にはな
い，鍋山先生独自の指導法は. Iヨ々の部での指
導に大変に役立ち，今後も継続して開催してい
ただければ、と思います。(中学校 顧問)
9. 総括
福島県南会津での中学生，高校生を対象とし
た剣道教室は. 2008年から実施しており，今
年で7回目を迎えた。今回は，この剣道教室を
筑波大学重点公開講座として開催する機会を得
て，指導体制や指導内容をさらに発展させて実
施することができた。
当初は，参加した生徒たちは緊張した面持ち
であったが，徐々に緊張もほぐれ活発に受講し
ていた。剣道の本質と最新のスポーツ科学に基
づいた指導を体感できるように心がけた。実技
指導員も 2名参加することができ，より充実し
た指導体制・内容とすることができた。
本講座は，引率の教員にも刺激となったよう
である。講義の様子をビデオで撮影するなどし
て，今後の自分の指導に生かすべく，非常に熱
心に!思議していたO 議産に参加した生徒と同等
かそれ以上に，引率の教員も熱心に参加してい
たように感じられた。引率の教員間の交流も積
掻的に行われ，多くの情報交換をする機会を提
供できた点も成果であったと思われる。
